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多くの観測所の材料から震央をきめるとき一点にまとまるととはほとんどない。その原因を列挙

すると(1)位相の読み取り誤差， (2)刻時の器械的誤差， (3)走時表と実際との食遣い， (4)深さ

の誤差等で・あるが，とれらを除去してもな長幾分の不一致が残る。とれらの互に矛盾する材料を調

整して最も確からしい震央を定めるには最小自乗法を用いる。

1. ガイガーの方法 (Geiger'sMethod)との方法は;(1)震源の深さが既知で、， • (2)震源、附近

の地質構造の影響が無視出来る程充分遠方まで観測があって， • (3)走時曲線が完全に正しいとした

場合用いる。

そのjj法は，まず太体の震央を定めて， .各観測所からその点まで震央距離.d.gを計算するo 1つの

位相(例えばP)の各所の発現時の観測値を，縦軸が時間，横軸が震央距離に取ったグラフの上に

記入する。そしてその{立相の走時曲線は，それからの各点の時間的誤差の和が零になるような位置

にあるのがEしいものと仮定する。すなわち

ヱE=玄 (Qg-Cg)=0 
く1)

ただしO~ は発現時の観測値でCg はふに対する走時曲線より求めた発現時であるD いまとの誤差

は，• (1)震央の経度，く2)叉は緯度の誤差， (3)震源に沿ける発震時の誤差によるものとする。

いま仮に定めた震央位置の経度と緯度を~と φe，その確からしい位置までの誤差を X，Yとし，

また震央に沿ける発震時の誤差を zとする。入。の変化に対する走時 7の変化の割合を OTとかけ
δ入e

OT 咋 OT0ムs
ば Àe が Z だけ変化したととによる 7 の変化量は~X あQ いは一一一::--"Xとなる。同様にして

δ〉Le'δムg OAe 

δT a.ム8 ‘/以
緯度の誤差陀土忍走時c誤差は一一十一yとなる。牝って誤差Eは一般に

槌87ca.や6;

ax + fjアート z=E ぜ . (2) 

となる。但し α=三工2生 b'= ~竺_.ßÂsまた2士はヘふ民対す Q走時曲線の傾斜で，例えば
δムgO入e， 0ムg0ゆe δムs

oムs
距離1分に対する走時の秒数で表わro ~ーは仮定した震央から 1W 東広ずれた位置を観測点一

OAe ''''，‘、

北極ー震央の球面三角を解いて新しい震央距離を求め，それと元の震央距離との養〈分で表わす〉

仁、

δムsを10'で・害IJったものでか7 は同様にして震央を北に 10'ずらして求めるDD，"";:> 0 0φe 

もし観測点がnケあると (2)の式がnケ得られる。とれらのE.が(1)式を満足するように叱 Y'，
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zをきめるには最小自乗法によるD その正規方程式を求めると

; CααJx+CabJy+CαJzー〔αEJ=O

〔αb)x+CbbJy+ CbJzー CbEJ=O

〔αJx+CbJy+nz-(EJ=O 

(3) 

との同共方程式を解いてx，y，zを求める。かくして求めた{蕗が場大きかったら， とれを第一jJI似
とし，土の方法を繰返して第2，3 ~[î似値を逐次求める。

2. ホヂソンの第1の方法 (Hodgson'sProbability M'ethod) 

(1)の方法ば主として遠地地震に用いられるが，沼地地震の場合にはホヂゾシの方法が用い'られ

る。すなわち観測去が震央に充分近いために，震源、の深さ手地殻構造の影響が犬ぎくて標準走時表

が使用出来ない場合だが，遠くの観測値により震央がかなりよくきまり，またその発震時が一大体失n

られている場合である口ホヂ司ゾシの方法には 2通りあるo 第1の方法はガイガーの方法と同様に，

震央位置とキどとの発震時を修正するやり方である

が，ガイガー法が標準走時を仮定すTるのに反して，

とれは走時はi宣.線で、あると仮定する。図に持いて.01

O2， ;・・06は観測!j5I， ，53， " .56に沿ける走時で・，遠方.

の観測所の値から震央位置を大体きめて，その震央

百三らの震央距離をム1>ム2，・・ム6とし直線ABはヱE

=~ (O-C) =0となるようにきめたものとする。

そしてとの直線を

I=mム+1 ‘(4) 

で表わす。ただし tは絶対時間 mは傾斜 1はABの延長が縦軸を切る点である。各観測点につ

き ax+by十z-E=O (5) 

が得られるが，どれらの記号の意味はガイガー法の場合と同じである。すなわちE=O-C，a= 
01 od. 0 t od..-， _ _~I'l ^ ，A' ， loot 
一一一~-:- b一一一一丁でとの場合 (4)より一一=1nである。後はガイガー法と同様にしてとく 0os oλ oム 0や ， 0ム

震央位置や傾斜mは遠方の観測{直と最もよく一致するように，叉残留{直-

。sx+bsY+zー Eg=f.~

が充分少さくなるように調整を繰返す。

3. ホヂソンの第2の方法 (Hodgson'sSecond Probabi1ity Method) 

(6) 

ーとの方法ではmの補正は考えなかったが，乙れも考えれば，その補正値を仰とすれば，傾斜変

oc.~ ots ーイヒ仰のために起る走時の変化は一一一 ω=一一ωあるいはくの式より=ムs初三 d仰となる。
δm uv om 
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すると誤差・方程式は

αx+by+cz+dw=O-C ご E

ととに a，bはガイガー法の場合と同じで，また c=lである。正規方程式は

〔αα)x寸.，Cab)y+Cα)z+Cαd)ωー〔αE)=O

となるム

〔αb)x+Cbb)y+Cb)z+Cbd)ωー CbE)=O

〔αd)x+Cbd)y十Cd)z+Cdd)ω一Cds)=O

〔α)x+Cb)y+nz+Cd)ω一CE)=O

(7) 

(8) 

ホヂゾシの第2の方法の詳しい例題については本書の戸松喜一氏の論文を参考されたい。ただし

との例では位相として初期微動時聞を用いているととに注意されたい。
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